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【発行日】令和3年12月2日(2021.12.2)

【公開番号】特開2021-43455(P2021-43455A)
【公開日】令和3年3月18日(2021.3.18)
【年通号数】公開・登録公報2021-014
【出願番号】特願2020-186791(P2020-186791)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｂ  19/07     (2021.01)
   Ｇ０３Ｂ  15/00     (2021.01)
   Ｇ０３Ｂ  17/04     (2021.01)
   Ｇ０３Ｂ  15/05     (2021.01)
   Ｇ０３Ｂ  15/03     (2021.01)
   Ｇ０３Ｂ  17/17     (2021.01)
   Ｇ０３Ｂ  35/08     (2021.01)
   Ｇ０３Ｂ   5/00     (2021.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/225    (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/232    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｂ   19/07     　　　　
   Ｇ０３Ｂ   15/00     　　　Ｗ
   Ｇ０３Ｂ   17/04     　　　　
   Ｇ０３Ｂ   15/05     　　　　
   Ｇ０３Ｂ   15/03     　　　Ｗ
   Ｇ０３Ｂ   15/03     　　　Ｍ
   Ｇ０３Ｂ   17/17     　　　　
   Ｇ０３Ｂ   35/08     　　　　
   Ｇ０３Ｂ    5/00     　　　Ｊ
   Ｈ０４Ｎ    5/225    ４００　
   Ｈ０４Ｎ    5/232    ３８０　
   Ｈ０４Ｎ    5/225    ６００　
   Ｈ０４Ｎ    5/232    ４８０　

【手続補正書】
【提出日】令和3年10月19日(2021.10.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハウジング（２２）、および
　　互いに隣接して配置された光チャネル（１６ａ～ｄ；１６Ｎ）のアレイ（１４）と、
　　前記光チャネル（１６ａ～ｄ;１６Ｎ）の光路（１７ａ～ｄ）を偏向させるためのビ
ーム偏向手段（１８）と
　を含むマルチ開口撮像装置（１１；１４０；１５０；１８０）と
を含む装置（１０；２０；３０；４０；５０；６０；７０；９０；１００；１３０）であ
って、
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　前記ハウジング（２２）の外面（２３）は、前記装置の第１の動作状態においてハウジ
ング容積（２４）を取り囲み、前記ビーム偏向手段（１８）は、前記装置の前記第１の動
作状態において、前記ハウジング容積（２４）内に第１の位置を含み、
　前記ビーム偏向手段（１８）は、前記装置の第２の動作状態において、前記ビーム偏向
手段（１８）が少なくとも部分的に前記ハウジング容積（２４）の外に配置される第２の
位置を含み、
　前記装置は、前記ハウジング（２２）の前記外面（２３）と前記マルチ開口撮像装置（
１１；１４０；１５０；１８０）との間に配置された少なくとも部分的に透明なカバー（
３６）を備え、前記少なくとも部分的に透明なカバー（３６）は前記第２の位置において
前記ハウジング容積（２４）から少なくとも部分的に移動される、または、
　前記ビーム偏向手段（１８）は、前記第１の位置と前記第２の位置との間で前記ビーム
偏向手段（１８）を移動させるために、並進運動方向（ｘ）に沿って移動可能な変位キャ
リッジ（４７）に機械的に接続され、前記変位キャリッジ（４７）の少なくとも１つの透
明領域（３６ａ）と前記透明領域（３６ａ）に対向する前記変位キャリッジ（４７）の側
面（３６ｂ）との間の距離（４８，４８'）は可変であり、前記ビーム偏向手段（１８）
の前記第１の位置における距離（４８，４８'）は、前記ビーム偏向手段（１８）の前記
第２の位置における距離よりも小さい、または、
　前記ビーム偏向手段（１８）は、その間を前記ビーム偏向手段（１８）が移動可能な第
１の配置と第２の配置とを備え、前記ビーム偏向手段（１８）は、前記第１の配置および
前記第２の配置において、各光チャネルの前記光路（１７ａ～ｄ）を互いに異なる方向（
１９ａ～ｂ）に偏向するように構成され、前記ビーム偏向手段（１８）は、前記第１の配
置内に第３の配置を含み、前記ビーム偏向手段（１８）は、前記第３の配置において、前
記アレイ（１４）のライン延長方向（ｚ、１４６）に垂直で、前記光チャネル（１６ａ～
ｄ；１６Ｎ）が衝突するイメージセンサ（１２）の表面に平行な延長（Ｂ）を含み、前記
延長（Ｂ）は、前記第３の配置においては、前記第１の配置及び前記第２の配置において
よりも小さい、
装置。
【請求項２】
　接続要素（３４ａ，３４ｂ）がフレーム構造および前記ビーム偏向手段（１８）に接続
されていて、前記ビーム偏向手段（１８）が前記第２または第３の位置を交互に含むこと
ができるようになっている、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　異なる位置が、前記ハウジングの異なる主面に配置される、請求項１または２に記載の
装置。
【請求項４】
　前記マルチ開口撮像装置は、前記第２の位置において、前記光チャネル（１６ａ～ｄ；
１６Ｎ）の前記光路（１７ａ～ｄ）を前記ハウジング容積（２４）の外側に偏向させる、
請求項１ないし３のいずれかに記載の装置。
【請求項５】
　前記第１の動作状態から前記第２の動作状態に移行する際に、前記光チャネル（１６ａ
～ｄ；１６Ｎ）の光学系（６４ａ～ｂ）およびイメージセンサ（１２）は、前記ビーム偏
向手段（１８）と共に並進的に移動される、請求項１ないし４のいずれかに記載の装置。
【請求項６】
　前記ビーム偏向手段（１８）は、異なる位置の接続要素（３４ａ、３４ｂ）を介して前
記ハウジング（２２）に接続され、また前記第２の動作状態において、前記ビーム偏向手
段（１８）が異なる方向に前記光チャネル（１６ａ～ｄ;１６Ｎ）を偏向する前記第２及
び第３の位置を交互に含むように構成される、請求項１ないし５のいずれかに記載の装置
。
【請求項７】
　前記マルチ開口撮像装置は、前記第１の位置と前記第２の位置との間で並進運動（４２
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）によって移動可能であり、前記ビーム偏向手段（１８）は前記並進運動（４２）の間、
前記ハウジング（２２）の開口（２８）を通って移動する、請求項１ないし６のいずれか
に記載の装置。
【請求項８】
　前記光チャネル（１６ａ～ｄ；１６Ｎ）の光学系（６４ａ～ｄ）及び前記マルチ開口撮
像装置のイメージセンサ（１２）は、前記装置の前記第１の動作状態においては前記ハウ
ジング容積（２４）内に配置され、前記光チャネル（１６ａ～ｄ；１６Ｎ）の前記光学系
（６４ａ～ｄ）又は前記イメージセンサ（１２）は、前記装置の前記第２の動作状態にお
いては、部分的に前記ハウジング容積（２４）の外に配置される、請求項７に記載の装置
。
【請求項９】
　前記ビーム偏向手段（１８）を通過させて移動させることができる前記ハウジング（２
２）の開口部（２８）は、前記ビーム偏向手段（１８）の前記第１の位置においてはカバ
ー（３２）によって閉じられる、請求項１ないし８のいずれかに記載の装置。
【請求項１０】
　前記ビーム偏向手段（１８）は、前記第１の位置と前記第２の位置との間で前記ビーム
偏向手段（１８）を移動させるために、並進運動方向（ｘ）に沿って移動可能な変位キャ
リッジ（４７）に機械的に接続され、
　前記変位キャリッジ（４７）は少なくとも１つの透明領域（３６ａ～ｂ）を含み、前記
ビーム偏向手段（１８）は、前記光チャネル（１６ａ～ｄ；１６Ｎ）の前記光路（１７ａ
～ｄ）を、前記光路（１７ａ～ｄ）が前記少なくとも１つの透明領域（３６ａ～ｂ）を通
過するように偏向するように構成される、請求項１ないし９のいずれかに記載の装置。
【請求項１１】
　前記ビーム偏向手段（１８）を前記第１の位置から前記第２の位置に移動させる、また
は前記ビーム偏向手段（１８）を前記第１の位置に保持するロック（３５）を解放するよ
うに構成される少なくとも１つのアクチュエータ（３３）を備える、請求項１ないし１０
のいずれかに記載の装置。
【請求項１２】
　前記ビーム偏向手段（１８）は前記第１の位置と前記第２の位置との間で移動可能であ
り、前記ビーム偏向手段（１８）は、前記第１の位置においては前記ハウジング（２２）
を閉じ、前記第２の位置においては前記光チャネル（１６ａ～ｄ；１６Ｎ）の光路（１７
ａ～ｄ）を偏向させる、請求項１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記ビーム偏向手段（１８）は、前記ハウジングが揺動開閉式に開く回転運動を実行し
ながら、前記第１の位置と前記第２の位置との間を移動させられるように構成される、請
求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記ビーム偏向手段（１８）は、前記第１の位置と、前記第２の位置と、第３の位置と
の間で移動可能であり、前記ビーム偏向手段（１８）は、前記第２の位置において前記光
チャネル（１６ａ～ｄ；１６Ｎ）の前記光路（１７ａ～ｄ）を第１の方向（１９ａ）に偏
向させ、前記第３の位置においては前記第２の方向（１９ｂ）に偏向させる、請求項１２
または１３に記載の装置。
【請求項１５】
　前記ビーム偏向手段（１８）は透明カバー（３６）に接続され、前記透明カバー（３６
）は、前記ビーム偏向手段（１８）を前記第１の位置から前記第２の位置に移動させると
きに少なくとも部分的に前記ハウジング（２２）から移動され、前記ビーム偏向手段（１
８）は、前記光チャネル（１６ａ～ｄ；１６Ｎ）の前記光路（１７ａ～ｄ）を、前記光チ
ャネル（１６ａ～ｄ；１６Ｎ）が前記透明カバー（３６）を通過するように偏向させるよ
うに構成される、請求項１２ないし１４のいずれかに記載の装置。
【請求項１６】
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　前記マルチ開口撮像装置は、キャプチャされる対象領域を照明するように構成された照
明手段（５４ａ～ｃ）を含む、請求項１ないし１５のいずれかに記載の装置。
【請求項１７】
　前記照明手段（５４ａ～ｃ）は少なくとも１つの発光ダイオードを含む、請求項１６に
記載の装置。
【請求項１８】
　前記照明手段（５４ａ～ｃ）は、前記光チャネル（１６ａ～ｄ；１６Ｎ）の平均視野角
に沿って光を放射するように構成される、請求項１６または１７に記載の装置。
【請求項１９】
　前記照明手段（５４ｃ～ｄ）は、前記ビーム偏向手段（１８）の前記第１の位置におい
ては前記ハウジング容積（２４）内に配置され、前記ビーム偏向手段（１８）の前記第２
の位置においては前記ハウジング容積（２４）の外に配置される、請求項１６ないし１８
のいずれかに記載の装置。
【請求項２０】
　前記照明手段（５４ａ～ｃ）は、前記第１の位置と前記第２の位置との間で前記照明手
段（５４ａ～ｃ）を移動させるために、並進運動方向（ｘ）に沿って移動可能な変位キャ
リッジ（４７）に機械的に接続される、請求項１９に記載の装置。
【請求項２１】
　前記ビーム偏向手段（１８）は、前記照明手段（５４ａ～ｂ）によって放射される照射
放射線を前記光チャネル（１６ａ～ｄ；１６Ｎ）の前記光路（１７ａ～ｄ）と併せて偏向
させるように構成される、請求項１６ないし２０のいずれかに記載の装置。
【請求項２２】
　前記マルチ開口撮像装置（１１；１４０；１５０；１８０）の少なくとも２つの視野角
に沿って少なくとも２つの対象領域をキャプチャするように構成され、前記照明手段は前
記少なくとも２つの視野角に沿って光を照射するように構成される、請求項１６ないし２
１のいずれかに記載の装置。
【請求項２３】
　前記アレイ（１４）は単一ラインに形成される、請求項１ないし２２のいずれかに記載
の装置。
【請求項２４】
　前記光チャネル（１６ａ～ｄ；１６Ｎ）の光学系（６４ａ～ｄ）のレンズ（８２ａ～ｈ
、８４ａ～ｄ）は、１つまたは複数のレンズホルダによって少なくとも１つの基板（６６
）の主面（６６ａ～ｂ）に取付けられ、前記少なくとも１つの基板（６６）を介して機械
的に接続され、前記複数の光チャネル（１６ａ～ｄ；１６Ｎ）の光路（１７ａ～ｄ）は前
記少なくとも１つの基板（６６）を通過する、請求項１ないし２３のいずれかに記載の装
置。
【請求項２５】
　前記光チャネル（１６ａ～ｄ；１６Ｎ）の前記光学系（６４ａ～ｄ）の前記レンズ（８
２ａ～ｈ、８４ａ～ｄ）は、前記レンズ（８２ａ～ｈ、８４ａ～ｄ）のレンズ頂点が前記
基板（６６）から離間するように、１つまたは複数のレンズホルダ（８６ａ～ｈ）によっ
て前記少なくとも１つの基板（６６）の前記主面（６６ａ～ｂ）に取付けられる、請求項
２４に記載の装置。
【請求項２６】
　前記光チャネル（１６ａ～ｄ；１６Ｎ）の前記光学系（６４ａ～ｄ）は、別のレンズホ
ルダ（８６ｅ～ｈ）を介して前記基板（６６）の前記主面（６６ａ）に対向する前記基板
（６６）の別の主面（６６ｂ）に取付けられ、前記基板（６６）を介して機械的に接続さ
れる、別のレンズ（８２ｅ～ｈ）をさらに備える、請求項２４または２５に記載の装置。
【請求項２７】
　前記基板（６６）はガラス板を含む、請求項２４ないし２６のいずれかに記載の装置。
【請求項２８】
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　前記光チャネル（１６ａ～ｄ；１６Ｎ）の前記光学系の前記レンズ（８２ａ～ｈ、８４
ａ～ｄ）はポリマーから形成される、請求項２４ないし２７のいずれかに記載の装置。
【請求項２９】
　前記基板（６６）は、前記基板（６６）に隣接する前記アレイのライン延長方向（ｚ；
１４６）に懸架される、請求項２４ないし２８のいずれかに記載の装置。
【請求項３０】
　前記ビーム偏向手段（１８）は、その間を前記ビーム偏向手段（１８）が移動可能な第
１の配置と第２の配置とを備え、前記ビーム偏向手段（１８）は前記第１の配置および前
記第２の配置において、各光チャネルの前記光路（１７ａ～ｄ）を互いに異なる方向（１
９ａ～ｂ）に偏向させるように構成され、前記ビーム偏向手段（１８）は、前記第１の配
置と前記第２の配置との間で、回転軸（４４）の周りに回転して移動可能である、請求項
１ないし２９のいずれかに記載の装置。
【請求項３１】
　前記ビーム偏向手段（１８）を前記回転軸（４４）の周りをアナログ、双安定または多
安定に移動させるように構成されたアクチュエータ（９２；１３２ｉ；１３４；１５２）
を備える、請求項３０に記載の装置。
【請求項３２】
　前記ビーム偏向手段（１８）は第１の反射主面と第２の反射主面とを備え、前記第１の
配置において、前記第１の反射側面はイメージセンサ（１２）に面するように構成され、
前記第２の配置においては、前記第２の反射側面が前記イメージセンサ（１２）に面する
ように構成される、請求項１ないし３１のいずれかに記載の装置。
【請求項３３】

【請求項３４】

【請求項３５】

【請求項３６】
　前記イメージセンサ（１２）に対向する前記ビーム偏向手段（１８）の前記面は、少な
くとも、前記光チャネル（１６ａ～ｄ；１６Ｎ）に関連付けられた前記反射ファセット（
６８ａ～ｄ；６８ｉ）でミラーリングされる、請求項３３ないし３５のいずれかに記載の
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装置。
【請求項３７】
　前記支持基板（１２３）は、前記光チャンネル（１６ａ～ｄ；１６Ｎ）に関連付けられ
る前記反射ファセット（６８ａ～ｄ；６８ｉ）を備える前記イメージセンサ（１２）に対
向する面に一体的に形成される、請求項３３ないし３６のいずれかに記載の装置。
【請求項３８】
　前記複数の光チャネル（１６ａ～ｄ；１６Ｎ）は単一ラインアレイ（１４）を形成し、
前記支持基板（１２３）は、前記単一ラインアレイ（１４）のライン延長方向（ｚ；１４
６）に平行な回転軸（４４）の周りを回転自在に支持される、請求項３３ないし３７のい
ずれかに記載の装置。
【請求項３９】
　イメージセンサ（１２）と前記アレイ（１４）又は前記ビーム偏向手段（１８）との間
に並進相対運動（９６）を生成することによる第１の画像軸（１４４）および第２の画像
軸（１４２）に沿った画像安定化のための、前記光チャネル（１６ａ～ｄ；１６Ｎ）の２
つ、複数又は全ての光路（１７ａ～ｄ）についてまとめて有効な光学的画像安定化器（９
４；１３４；１３８；１５２）をさらに備え、前記並進運動は、前記マルチ開口撮像装置
によってキャプチャされた画像の第１の画像軸（１４４）および第２の画像軸（１４２）
に平行な、請求項１ないし３８のいずれかに記載の装置。
【請求項４０】
　イメージセンサ（１２）と前記アレイ（１４）との間に並進相対運動（９６）を生成す
ることによる第１の画像軸（１４４）に沿った画像安定化および前記ビーム偏向手段（１
８）の回転運動を生成することによる第２の画像軸（１４２）に沿った画像安定化のため
の、前記光チャネル（１６ａ～ｄ；１６Ｎ）の２つ、複数又は全ての光路（１７ａ～ｄ）
についてまとめて有効な光学的画像安定化器（９４；１３４；１３８；１５２）をさらに
備える、請求項１ないし３９のいずれかに記載の装置。
【請求項４１】
　前記光学的画像安定化器（９４；１３４；１３８；１５２）は少なくとも１つのアクチ
ュエータ（１３４）を備え、また立方体の側面に延びる２つの平面（１４８ａ～ｂ）の間
に少なくとも一部が配置されるように配置され、前記立方体の前記側面は、互いに平行に
、かつ前記アレイ（１４）と、前記イメージセンサ（１２）および前記ビーム偏向手段（
１８）の間の前記光チャネル（１６ａ～ｄ；１６Ｎ）の前記光路（１７ａ～ｄ）の一部と
のライン延長方向（ｚ；１４６）に平行に向けられ、かつその容積は最小ではあるが、前
記イメージセンサ（１２）、前記アレイ（１４）、および前記ビーム偏向手段（１８）を
含む、請求項３９または４０に記載の装置。
【請求項４２】
　前記画像安定化器（９４；１３４；１３８；１５２）は前記平面（１４８ａ～ｂ）間の
領域から最大５０％突出する、請求項４１に記載の装置。
【請求項４３】
　前記画像安定器（９４；１３４；１３８；１５２）の前記少なくとも１つのアクチュエ
ータ（１３４）は、空気圧アクチュエータ、油圧アクチュエータ、圧電アクチュエータ、
直流モータ、ステッピングモータ、ボイスコイルモータ、静電アクチュエータ、電歪アク
チュエータ、磁歪アクチュエータ、および熱アクチュエータのうちの少なくとも１つを含
む、請求項４１または４２に記載の装置。
【請求項４４】
　少なくとも前記光チャネル（１６ａ～ｄ；１６Ｎ）のうちの１つの光学系（６４ａ～ｄ
）と前記イメージセンサ（１２）との間の相対運動を提供するように構成された、前記マ
ルチ開口撮像装置の焦点を調整するための少なくとも１つのアクチュエータ（１３４ｂ）
を含む合焦手段（９８；１３４ｂ；１３６）をさらに備える、請求項１ないし４３のいず
れかに記載の装置。
【請求項４５】
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　前記合焦手段（９８；１３４ｂ；１３６）は、立方体の側面に延びる２つの平面（１４
８ａ～ｂ）の間に少なくとも一部が配置されるように配置され、前記立方体の側面は、互
いに平行に、かつ前記アレイ（１４）と、イメージセンサ（１２）および前記ビーム偏向
手段（１８）の間の前記光チャネル（１６ａ～ｄ；１６Ｎ）の前記光路（１７ａ～ｄ）の
一部とのライン延長方向（ｚ；１４６）に平行に向けられ、その容積は最小ではあるが、
前記イメージセンサ（１２）、前記アレイ（１４）および前記ビーム偏向手段（１８）を
含む、請求項４４に記載の装置。
【請求項４６】
　前記合焦手段（９８；１３４ｂ，１３６）は、全ての光チャネル（１６ａ～ｄ；１６Ｎ
）について前記焦点を等しく調整するように構成されている、請求項４４または４５に記
載の装置。
【請求項４７】
　前記合焦手段（９８；１３４ｂ，１３６）は、前記焦点を調整する際に、前記光チャネ
ル（１６ａ～ｄ；１６Ｎ）のうちの１つの前記少なくとも１つの光学系（９８；１３４ｂ
，１３６）と前記イメージセンサ（１２）との間の相対移動を、前記相対移動と同時に前
記ビーム偏向手段（１８）の移動を実行しながら、実行するように構成される、請求項４
４ないし４６のいずれかに記載の装置。
【請求項４８】
　前記合焦手段（９８；１３４ｂ，１３６）は、前記平面（１４８ａ～ｂ）の間の領域か
ら最大５０％突出するように配置される、請求項４４ないし４７のいずれかに記載の装置
。
【請求項４９】
　前記合焦手段（９８；１３４ｂ，１３６）の前記少なくとも１つのアクチュエータ（１
３４ｂ）は、空気圧アクチュエータ、油圧アクチュエータ、圧電アクチュエータ、直流モ
ータ、ステッピングモータ、ボイスコイルモータ、静電アクチュエータ、電歪アクチュエ
ータ、磁歪アクチュエータ、および熱アクチュエータのうちの少なくとも１つを含む、請
求項４４ないし４８のいずれかに記載の装置。
【請求項５０】
　各光チャネル（１６ａ～ｄ；１６ｉ）のイメージセンサ領域（５８ａ～ｄ）と、前記各
光チャネルの少なくとも１つの光学系（６４ａ～ｄ）と前記ビーム偏向手段（１８）との
間の相対位置をチャネル毎に変更するため、または、各光チャネル（１６ａ～ｄ；１６ｉ
）の前記少なくとも１つの光学系（６４ａ～ｄ）または前記各光チャネルの前記光路（１
７ａ～ｄ）の偏向に関連する前記ビーム偏向手段（１８）のセグメント（６８ａ～ｄ；６
８ｉ）の光学特性をチャネル毎に変更するための調整手段（１１６）と、
　格納されたデフォルト値を有するメモリ（１１８）、および／またはセンサデータをデ
フォルト値に変換して前記調整手段をチャネル毎に駆動するためのコントローラ（１２２
）を含む、請求項１ないし４９のいずれかに記載の装置。
【請求項５１】
　前記調整手段（１１６）は、
　少なくとも１つ、少なくとも２つ、または各チャネル（１６ａ～ｄ；１６ｉ）について
、前記各チャネル（１６ａ～ｄ；１６ｉ）の前記光学系（６４ａ～ｄ）を前記各光チャネ
ル（１６ａ～ｄ；１６ｉ）の前記光路（１７ａ～ｄ）に対して横方向および／または縦方
向に移動させるための第１のアクチュエータ（１３４ａ～ｂ）を含む、請求項５０に記載
の装置。
【請求項５２】
　前記調整手段（１１６）は、
　少なくとも１つ、少なくとも２つ、または各チャネル（１６ａ～ｄ；１６ｉ）について
、前記各光チャネル（１６ａ～ｄ；１６ｉ）の前記光学系（６４ａ～ｄ）、または前記各
光チャネル（１６ａ～ｄ；１６Ｎ）の前記光路（１７ａ～ｄ）の偏向に関連する前記ビー
ム偏向手段（１８）の前記セグメント（６８ａ～ｄ；６８ｉ）の光学面の屈折率の局所分
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布または形状を変化させるための相変化素子（１２８ｉ，１２８ｉ'，１２８ｉ''， １２
８ｉ'''、 １２８ｉ''''）を含む、請求項５０または５１に記載の装置。
【請求項５３】
　前記調整手段（１１６）は、
　少なくとも１つ、少なくとも２つの、または各チャネル（１６ａ～ｄ；１６ｉ）につい
て、前記各光チャネル（１６ａ～ｄ；１６ｉ）の前記光路（１７ａ～ｄ）の偏向に関連す
る前記ビーム偏向手段（１８）の前記セグメント（６８ａ～ｄ；６８ｉ）を傾斜させるた
めの第２のアクチュエータ（１３２ｉ）を含む、請求項５０ないし５２のいずれかに記載
の装置。
【請求項５４】
　前記デフォルト値または前記コントローラ（１２２）は、前記光チャネル（１６ａ～ｄ
；１６ｉ）内の１つまたは複数の特性の分布の分散の程度が、後述する格納されたデフォ
ルト値によって前記調整手段（１１６）を駆動することにより減少されるように構成され
、
　前記デフォルト値は、
　前記部分視野（７４ａ～ｄ）の正規分布からの全視野（７２）の前記部分視野（７４ａ
～ｄ）の横方向偏向、
　前記光学系（６４ａ～ｄ）の焦点距離、
　前記光チャネル（１６ａ～ｄ；１６Ｎ）の焦点深度距離である、請求項５０ないし５３
のいずれかに記載の装置。
【請求項５５】
　前記デフォルト値または前記コントローラ（１２２）による前記変換は、前記マルチ開
口撮像装置のイメージセンサ（１２）のイメージセンサ領域（５８ａ～ｄ）および／また
は温度、圧力、湿度、前記マルチ開口撮像装置の空間的な位置、および／または前記マル
チ開口撮像装置の加速度および／または前記マルチ開口撮像装置の回転速度に関連するセ
ンサデータへのイメージセンサデータの依存を含む、請求項５０ないし５４のいずれかに
記載の装置。
【請求項５６】
　前記ハウジング（２２）は平坦であるように実装され、第１のハウジング方向（ｘ）に
沿った前記ハウジング（２２）の第１の延長部及び第２のハウジング方向（ｚ）に沿った
前記ハウジング（２２）の第２の延長部は、第３のハウジング方向（ｙ）に沿った前記ハ
ウジング（２２）の第３の延長部と比較して少なくとも３倍の寸法を有する、請求項１な
いし５５のいずれかに記載の装置。
【請求項５７】
　前記ビーム偏向手段（１８）は、前記第２の位置において、前記第３のハウジング方向
を含む前記ハウジング（２２）の副次的な側面（２２ｃ～ｆ）において、前記ハウジング
容積（２４）から少なくとも部分的に突出する、請求項５６に記載の装置。
【請求項５８】
　前記ビーム偏向手段（１８）は、第１の配置において前記光チャネル（１６ａ～ｄ；１
６Ｎ）の前記光路（１７ａ～ｄ）を、第１の透明領域（３６ａ）を通過するように偏向さ
せ、第２の配置において前記光チャネル（１６ａ～ｄ；１６Ｎ）の前記光路（１７ａ～ｄ
）を、第２の透明領域（３６ｂ）を通過するように偏向させ、かつ
　第１のダイアフラム（５３ａ）が、前記第２の配置において、前記第１の透明領域を少
なくとも部分的に光学的に閉じるように構成され、第２のダイヤフラム（５３ｂ）が、前
記第１の配置において、前記第２の透明領域（３６ｂ）を少なくとも部分的に散発的に光
学的に閉じるように構成される、請求項１ないし５７のいずれかに記載の装置。
【請求項５９】
　前記第１のダイヤフラム（５３ａ）および／または前記第２のダイヤフラム（５３ｂ）
は、エレクトロクロミックダイヤフラムとして形成される、請求項５８に記載の装置。
【請求項６０】
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　前記第１のダイヤフラム（５３ａ）および前記第２のダイヤフラム（５３ｂ）は、前記
マルチ開口撮像装置の少なくとも２つの光チャネル（１６ａ～１６ｄ；１６Ｎ）について
有効である、請求項５８または５９に記載の装置。
【請求項６１】
　前記マルチ開口撮像装置の前記全ての光チャネル（１６ａ～ｄ；１６Ｎ）は、前記光チ
ャネル（１６ａ～ｄ；１６Ｎ）の前記光路（１７ａ～ｄ）が前記第１の透明領域を貫通す
るように向けられているときに前記第１のダイアフラム（５３ａ）を通過し、前記光チャ
ネル（１６ａ～ｄ；１６Ｎ）の前記光路（１７ａ～ｄ）が前記第２の透明領域を貫通する
ように向けられているときに、前記マルチ開口撮像装置の前記全ての光チャネル（１６ａ
～ｄ；１６Ｎ）は前記第２のダイアフラム（５３ａ）を通過する、請求項６０に記載の装
置。
【請求項６２】
　前記第１の透明領域（３６ａ）と前記第２の透明領域（３６ｂ）は互いに対向するよう
に配置される、請求項５８ないし６１のいずれかに記載の装置。
【請求項６３】
　少なくとも１つのさらなるマルチ開口撮像装置（１１；１４０；１５０；１８０）を備
え、前記装置は少なくとも立体的に全視野（７２）をキャプチャするように構成される、
請求項１ないし６２のいずれかに記載の装置。
【請求項６４】
　前記マルチ開口撮像装置（１１；１４０；１５０；１８０）は、全視野（７２）をキャ
プチャするように構成された第１の複数の光チャネル（１６ａ～ｄ；１６Ｎ）を含み、か
つ前記全視野（７２）をキャプチャするように構成された第２の複数の光チャネル（１６
ａ～ｄ；１６Ｎ）を含み、前記全視野は、前記第１の複数の光チャネル（１６ａ～ｄ；１
６Ｎ）および前記第２の複数の光チャネル（１６ａ～ｄ；１６Ｎ）によって少なくとも立
体的にキャプチャされる、請求項１ないし６３のいずれかに記載の装置。
【請求項６５】
　前記第１の複数の光チャネル（１６ａ～ｄ；１６Ｎ）および前記第２の複数の光チャネ
ル（１６ａ～ｄ；１６Ｎ）について、
　前記第１の複数の光チャネル（１６ａ～ｄ；１６Ｎ）及び前記第２の複数の光チャネル
（１６ａ～ｄ；１６Ｎ）が共通のイメージセンサ（１２）で衝突する、または
　前記第１の複数の光チャネル（１６ａ～ｄ；１６Ｎ）及び前記第２の複数の光チャネル
（１６ａ～ｄ；１６Ｎ）は、共通のビーム偏向手段（１８）によって偏向される、または
　前記第１の複数の光チャネル（１６ａ～ｄ；１６Ｎ）及び前記第２の複数の光チャネル
（１６ａ～ｄ；１６Ｎ）は、アレイ（１４）を共同で使用する、
の条件のうちの少なくとも１つが満たされる、請求項６４に記載の装置。
【請求項６６】
　ポータブル装置として実装される、請求項１ないし６５のいずれかに記載の装置。
【請求項６７】
　携帯電話、スマートフォン、タブレットまたはモニタとして実装される、請求項６６に
記載の装置。
【請求項６８】
　前記マルチ開口撮像装置のイメージセンサ（１２）の第１のイメージセンサ領域（５８

11～５８14）上に、相互にオーバーラップする全視野（７２）の第１の部分視野（７４14

～７４14）を撮像するための第１の複数の光チャネル（１６11～１６14）と、
　前記イメージセンサ（１２）の第２のイメージセンサ領域（５８21～５８24）上に、前
記第１の部分視野（７４14～７４14）にもオーバーラップする、相互にオーバーラップす
る前記全視野（７２）の第２の部分視野（７４24～７４24）を撮像するための第２の複数
の光チャネル（１６21～１６24）と、を備え、前記第１および第２の複数の光チャネル（
１６ａ～ｄ；１６Ｎ）は、基本距離（ＢＡ）によって互いに横方向にオフセットされて配
置される、請求項１ないし６７のいずれかに記載の装置。
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【請求項６９】
　装置（１０；２０；３０；４０；５０；６０；７０；９０；１００；１３０）を提供す
るための方法であって、
　ハウジング（２２）を提供するステップと、
　前記ハウジング（２２）内にマルチ開口撮像装置（１１；１４０；１５０；１８０）を
配置するステップであって、前記マルチ開口撮像装置は、
　　互いに隣接して配置された光チャネル（１６ａ～ｄ；１６Ｎ）のアレイ（１４）と、
　　前記光チャネル（１６ａ～ｄ；１６Ｎ）の前記光路（１７ａ～ｄ）を偏向させるため
のビーム偏向手段（１８）を含む、
　マルチ開口撮像装置（１１；１４０；１５０；１８０）を前記ハウジング（２２）内に
配置するステップとを含み、
　前記マルチ開口撮像装置を配置するステップは、前記ハウジング（２２）の外面（２３
）が、前記装置の第１の動作状態においてハウジング容積（２４）を取り囲み、その結果
前記ビーム偏向手段（１８）が、前記装置の前記第１の動作状態において、前記ハウジン
グ容積（２４）内に第１の位置を含み、かつ
　前記ビーム偏向手段（１８）が、前記装置の第２の動作状態において、前記ビーム偏向
手段（１８）が少なくとも部分的に前記ハウジング容積（２４）の外に配置される第２の
位置を含み、かつ
　前記装置が、前記ハウジング（２２）の前記外面（２３）と前記マルチ開口撮像装置（
１１；１４０；１５０；１８０）との間に配置された少なくとも部分的に透明なカバー（
３６）を備え、前記少なくとも部分的に透明なカバー（３６）は前記第２の位置において
前記ハウジング容積（２４）から少なくとも部分的に移動される、または、
　前記ビーム偏向手段（１８）が、前記第１の位置と前記第２の位置との間で前記ビーム
偏向手段（１８）を移動させるために、並進運動方向（ｘ）に沿って移動可能な変位キャ
リッジ（４７）に機械的に接続され、且つ前記変位キャリッジ（４７）の少なくとも１つ
の透明領域（３６ａ）と前記透明領域（３６ａ）に対向する前記変位キャリッジ（４７）
の側面（３６ｂ）との間の距離（４８，４８'）は可変で、前記ビーム偏向手段（１８）
の前記第１の位置における距離（４８，４８'）は、前記ビーム偏向手段（１８）の前記
第２の位置における距離よりも小さい、または、
　前記ビーム偏向手段（１８）が、その間を前記ビーム偏向手段（１８）が移動可能な第
１の配置と第２の配置とを備え、前記ビーム偏向手段（１８）は、前記第１の配置および
前記第２の配置において、各光チャネルの前記光路（１７ａ～ｄ）を互いに異なる方向（
１９ａ～ｂ）に偏向するように構成され、前記ビーム偏向手段（１８）が、前記第１の配
置内に第３の配置を含み、前記ビーム偏向手段（１８）が、前記第３の配置において、前
記アレイ（１４）のライン延長方向（ｚ、１４６）に垂直で、前記光チャネル（１６ａ～
ｄ；１６Ｎ）が衝突するイメージセンサ（１２）の表面に平行な延長（Ｂ）を含み、前記
延長（Ｂ）は、前記第３の配置においては、前記第１の配置及び前記第２の配置において
よりも小さいようになっている、方法。
【請求項７０】
　全視野（７４）を取込むための方法であって、
　マルチ開口撮像装置（１１；１４０；１５０；１８０）のビーム偏向手段（１８）を、
装置の第１の動作状態において、ハウジング（２２）の外面（２３）によって囲まれるハ
ウジング容積（２４）の外に少なくとも部分的に前記ビーム偏向手段（１８）が配置され
、かつ前記ビーム偏向手段（１８）が第１の位置に配置される、位置に移動するステップ
であって、
　　前記装置は、前記ハウジング（２２）の前記外面（２３）の１つと前記マルチ開口撮
像装置（１１；１４０；１５０；１８０）との間に配置された少なくとも部分的に透明な
カバー（３６）を備え、前記少なくとも部分的に透明なカバー（３６）は前記第２の位置
において前記ハウジング容積（２４）から少なくとも部分的に移動される、または、
　　前記ビーム偏向手段（１８）は、前記第１の位置と前記第２の位置との間で前記ビー
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ム偏向手段（１８）を移動させるために、並進運動方向（ｘ）に沿って移動可能な変位キ
ャリッジ（４７）に機械的に接続され、且つ前記変位キャリッジ（４７）の少なくとも１
つの透明領域（３６ａ）と前記透明領域（３６ａ）に対向する前記変位キャリッジ（４７
）の側面（３６ｂ）との間の距離（４８，４８'）は可変で、前記ビーム偏向手段（１８
）の前記第１の位置における距離（４８，４８'）は、前記ビーム偏向手段（１８）の前
記第２の位置における距離よりも小さい、または、
　　前記ビーム偏向手段（１８）は、その間を前記ビーム偏向手段（１８）が移動可能な
第１の配置と第２の配置とを備え、前記ビーム偏向手段（１８）は、前記第１の配置およ
び前記第２の配置において、各光チャネルの前記光路（１７ａ～ｄ）を互いに異なる方向
（１９ａ～ｂ）に偏向するように構成され、前記ビーム偏向手段（１８）が、前記第１の
配置内に第３の配置を含み、前記ビーム偏向手段（１８）が、前記第３の配置において、
前記アレイ（１４）のライン延長方向（ｚ、１４６）に垂直で、前記光チャネル（１６ａ
～ｄ；１６Ｎ）が衝突するイメージセンサ（１２）の表面に平行な延長（Ｂ）を含み、前
記延長（Ｂ）は、前記第３の配置においては、前記第１の配置及び前記第２の配置におい
てよりも小さいステップと、
　隣り合って配置された前記マルチ開口撮像装置の光チャネル（１６ａ～ｄ；１６Ｎ）で
あって、前記光路（１７ａ～ｄ）が前記ビーム偏向手段（１８）によって偏向される光チ
ャネル（１６ａ～ｄ）のアレイを用いて全視野（７４）を取込むステップと、
を含む方法。
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